
準優勝 CRONY
3位 TEAM-ISOGO

5位 鎌倉卓球クラブB
5位 鎌倉卓球クラブA

女子3チーム
優勝 みなみ風

準優勝 キャベツ太郎
3位 シックス・ワン（A)
3位 ファイターズ（A)

第59回全国大会一般団体戦神奈川代表
2023年7月1日（土）
於 秋葉台文化体育館

男子6チーム
優勝 A.J.C.C.（A）

２
０
２
３
年
神
奈
川
反
核
平
和

マ
ラ
ソ
ン
が
７
月
８
日
に
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に

よ
る
戦
争
が
続
い
て
い
る
と
い
う

情
勢
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
「
核
兵
器
廃

絶
」
「
米
軍
基
地
撤
去
」
「
憲
法

９
条
を
守
れ
」
「
戦
争
反
対
」
の

県
民
の
思
い
を
内
外
に
示
す
と
り

く
み
で
す
。
参
加
者
１
５
名
、
ス

タ
ッ
フ
５
名
の
体
制
で
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
が
明
け
て
堂
々

と
マ
ス
ク
を
外
し
て
核
兵
器
廃
絶

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
例
年
の
１
コ
ー
ス
の

み
で
川
崎
市
稲
毛
公
園
か
ら
横
浜

市
神
奈
川
公
園
ま
で
の
約
１
０
㎞

を
走
り
ま
す
。
１
４
時
頃
に
受
付

を
開
始
し
て
ほ
と
ん
ど
の
ラ
ン
ナ
ー

は
ス
タ
ー
ト
３
０
分
前
に
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
１
４
時
４
０
分
に

出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
神
奈

川
労
連
の
山
田
さ
ん
に
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
１
５
時
に
山
田
さ
ん

の
合
図
で
稲
毛
公
園
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
天
気
は
晴
れ
時
々
曇

り
で
風
も
あ
り
、
気
温
は
高
い
で

す
が
走
り
や
す
い
ア
ピ
ー
ル
ラ
ン

に
は
も
っ
て
こ
い
の
天
候
で
し
た
。

１
６
時
前
に
生
麦
の
旧
道
に
着
い

て
２
回
目
の
給
水
を
行
い
ま
し
た
。

給
水
は
例
年
通
り
、
バ
ナ
ナ
な
ど

の
フ
ル
ー
ツ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

無
事
に
１
６
時
３
０
分
頃
に
神
奈

川
公
園
に
ゴ
ー
ル
し
、
閉
会
式
を

終
え
た
後
に
県
連
盟
の
事
務
所
で

交
流
会
を
し
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
ラ

ン
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
、
サ
ポ
ー
ト

を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
山
下
）

【
初
参
加
・
杜
さ
ん
の
感
想
】

昨
今
、
世
界
平
和
と
聞
く
と
日

本
人
の
善
意
を
悪
用
す
る
カ
ル
ト

宗
教
を
連
想
さ
せ
ら
れ
こ
と
が
多

い
中
、
初
め
て
反
核
平
和
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
参
加

す
る
前
、
世
の
中
平
和
で
あ
っ
て

ほ
し
い
願
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、

同
時
に
核
兵
器
根
絶
運
動
の
効
果

を
疑
問
視
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
実
際
参
加
し
て
み
る
と
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
か
く
平

和
活
動
は
マ
ラ
ソ
ン
と
相
性
が
よ

く
、
外
に
向
け
て
発
信
す
る
だ
け

で
な
く
、
日
頃
秘
め
て
い
た
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る

自
己
実
現
を
促
進
さ
れ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
が
全
て
で

は
な
い
。
身
体
と
相
談
し
走
れ
る

妥
協
点
を
探
り
達
成
す
る
の
も
マ

ラ
ソ
ン
。
平
和
活
動
も
同
じ
よ
う

に
遠
い
道
の
り
を
自
分
の
歩
幅
と

想
い
で
走
る
こ
と
が
大
事
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
反
核
平
和
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
し
た
。

＊

＊

＊

＊

神
奈
川
ス
キ
ー
協
の
第
５
６
回

定
期
総
会
が
７
月
２
日
、
ス
キ
ー

協
事
務
所
な
ら
び
に
リ
モ
ー
ト
会

議
に
て
７
ク
ラ
ブ
２
１
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
県
連
盟
の
吉
成
理
事
長
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
杉
田
会
長
か
ら

「
各
ク
ラ
ブ
・
ス
キ
ー
協

行
事
の
開
催
と
成
功
」
、

「
各
ク
ラ
ブ
で
の
新
入
会

の
取
り
組
み
・
成
果
」
が

昨
シ
ー
ズ
ン
の
大
き
な
成

果
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
４
ク
ラ
ブ
で
新
入
会

９
名
、
２
ク
ラ
ブ
で
入
会

候
補
４
名
な
ど
、
過
半
数

の
ク
ラ
ブ
で
新
入
会
に
向

け
た
努
力
が
進
ん
で
い
る

こ
と
、
そ
れ
を
支
え
る
多

彩
な
ク
ラ
ブ
・
ス
キ
ー
協

行
事
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。一

方
で
、
急
遽
会
場
を

変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た

正
月
ス
キ
ー
祭
典
は
こ
れ

ま
で
で
最
も
少
な
い
参
加

者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ほ

か
、
指
導
員
・
実
行
委
員

体
制
に
も
不
安
を
抱
え
る

な
ど
大
き
な
課
題
が
残
り
、

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
で
顕
著

に
な
り
つ
つ
あ
る
指
導

員
不
足
が
ク
ラ
ブ
の
運

営
や
行
事
の
開
催
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
の
問
題
提
起
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
、
課
題
を
考
慮

し
、
来
期
の
神
奈
川
ス
キ
ー
協
方

針
と
し
て

・
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進

め
、
新
し
い
会
員
を
迎
え
よ
う

・
３
大
ス
キ
ー
行
事
（
正
月
祭
典
、

春
ス
キ
ー
祭
典
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
の
成
功
を

・
多
様
な
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

・
神
奈
川
初
級
指
導
員
養
成
学
校

の
開
催

・｢

ス
ポ
ー
ツ
は
平
和
と
と
も
に｣

の
と
り
く
み
を

・
県
ス
キ
ー
協
の
ク
ラ
ブ
、
会
員

が
交
流
で
き
る
ス
キ
ー
協
運
動
を

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
を
受
け
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら

の
代
議
員
か
ら
は
活
発
で
多
様
な

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

・
ク
ラ
ブ
員
の
増
加
と
企
画
が
比

例
し
て
い
な
い
。
ク
ラ
ブ
外
の
人

が
参
加
し
て
い
な
い
。
Ｋ
Ｇ
Ｉ

（
最
終
目
標
）
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
達
成

状
況
指
標
）
を
定
め
て
取
り
組
ん

だ
ら
ど
う
か
。

・
ク
ラ
ブ
員
だ
け
で
や
っ
て
い
る

傾
向
が
強
い
。
教
室
を
や
る
行
事

が
３
回
、
ほ
か
に
も
２
～
３
回
あ

る
の
で
、
ク
ラ
ブ
外
か
ら
の
参
加

目
標
と
か
決
め
て
行
事
に
取
り
組

む
こ
と
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

来
年
は
ク
ラ
ブ

30
周
年
。
拡
大

し
て
記
念
の
年
に
し
た
い
。
高
齢

化
で
ス
キ
ー
場
へ
の
交
通
手
段
に

苦
慮
し
て
い
る
。
県
も
検
討
を
。

・
イ
ベ
ン
ト
に
誘
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
つ
な
が
り
か
ら
参
加
す
る
人

が
多
か
っ
た
。
昔
み
た
い
に
Ｈ
Ｐ

を
見
て
参
加
と
い
う
の
は
な
か
っ

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
狭
い
つ
な
が
り
の

参
加
な
の
で
、
ど
う
広
げ
る
か
難

し
い
。
定
年
を
迎
え
る
会
員
も
増

え
て
き
て
お
り
、
新
し
い
展
開
が

で
き
そ
う
。

・
高
齢
化
に
伴
い
、
つ
な
が
り
か

ら
は
期
待
で
き
な
い
。
外
の
人
を

誘
う
方
策
を
見
い
だ
せ
な
い
。

・
過
去
４
年
で

15
人
ほ
ど
、
年

3.75

人
増
え
て
い
る
。
オ
フ
は

マ
テ
リ
ア
ル
購
入
ツ
ア
ー
や
チ
ュ
ー

ン
ナ
ッ
プ
会
、
古
い
道
具
を
新
し

い
人
に
お
す
そ
分
け
な
ど
新
し
い

取
り
組
み
を
や
っ
て
い
る
。
ポ
イ

ン
ト
は
年
齢
の
変
化
。
抜
け
る
人

も
い
る
の
で
新
し
い
こ
と
や
っ
て

い
か
な
い
と
衰
退
す
る
の
か
な
。

ク
ラ
ブ
員
の
世
代
に
よ
り
拡
大
の

手
法
は
違
う
と
思
う
。
う
ち
の
ク

ラ
ブ
は
比
較
的
若
く
つ
な
が
り
か

ら
の
加
入
が
多
い
。
県
の
Ｈ
Ｐ
で

「
会
員
募
集
」
が
打
ち
出
し
切
れ

て
い
な
い
。
全
国
で
お
金
を
か
け

て
Ｈ
Ｐ
更
新
す
る
そ
う
だ
が
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
県
と
し
て
の
会
員

募
集
の
打
ち
出
し
を
強
め
て
申
込

者
を
各
ク
ラ
ブ
に
斡
旋
す
る
の
も

い
い
か
な
と
思
う
。

・
こ
の
数
十
年
Ｂ
Ｂ

Ｑ
や
Ｈ
Ｐ
で
参
加
し

て
き
た
が
突
然
来
な

く
な
り
と
横
ば
い
状

態
。
年
配
と
な
り
横

の
つ
な
が
り
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
家
族

的
な
動
き
に
な
っ
て

い
る
。
改
善
が
必
要
。

・
ク
ラ
ブ
行
事
は
基

礎
人
数
が
少
な
い
の

で
寂
し
く
な
り
が
ち
。

コ
ラ
ボ
で
賑
や
か
に

し
て
い
き
た
い
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
参
加
し
た
人
３
人
ほ

ど
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
つ
な
が
り

出
来
て
い
る
。
指
導
員
も
推
薦
し

て
い
き
た
い
。
ク
ラ
ブ
に
よ
り
得

意
な
分
野
と
そ
う
で
な
い
分
野
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
隣
の
ク
ラ
ブ

行
事
に
乗
っ
か
っ
ち
ゃ
う
な
ど
ノ

ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
独
自
に
で
き
る

よ
う
や
っ
て
い
き
た
い
。
他
ク
ラ

ブ
か
ら
も
ゲ
ス
ト
参
加
し
て
ほ
し

い
。

・
気
軽
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
）
で
企
画
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
共

有
し
て
参
加
を
促
し
た
い
。

・
若
い
人
は
オ
フ
ラ
イ
ン
（
繋
が

り
か
ら
）
、
年
配
は
オ
ン
ラ
イ
ン

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
）

か
ら
、
が
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な

い
。

・
自
分
の
ク
ラ
ブ
で
で
き
な
け
れ

ば
他
ク
ラ
ブ
へ
の
相
乗
り
を
。
や

れ
る
ク
ラ
ブ
を
探
し
て
利
用
さ
せ

て
も
ら
お
う
。

・
白
銀
の
記
事
作
成
を
ク
ラ
ブ
で

前
も
っ
て
担
当
を
決
め
る
と
い
う

の
は
重
要
と
思
う
。

以
上
、
代
議
員
か
ら
の
発
言
で

し
た
。
総
会
後
に
は
懇
親
会
も
催

さ
れ
、
来
る
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

大
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
長

吉
越
貴
幸
）

＊

＊

＊

＊

第

59
回
全
国
大
会
一
般

団
体
戦
予
選
会
を
終
え
て

全
国
大
会
神
奈
川
県
予
選
は
、

今
年
度
よ
り
卓
球
協
議
会
加
盟
員

の
み
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
参
加
で
、

特
に
一
般
予
選
は
非
加
盟
員
が
多

い
選
考
会
で
し
た
。
加
盟
員
の
み

に
す
る
こ
と
で
、
参
加
チ
ー
ム
が

い
な
い
の
で
は
な
い
か
？
と
心
配

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度

よ
り
６
チ
ー
ム
多
い
男
女
３
６
チ
ー

ム
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
選
手
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
神
奈
川
卓
球
協
議
会
）

２
０
２
３
年
プ
ロ
グ
レ
ス

（
組
織
拡
大
交
流
）
開
催

６
月

24
日
に
２
０
２
３
年
プ

ロ
グ
レ
ス
（
組
織
拡
大
交
流
）
を

東
京
（
24
名
）
と
大
阪
（
22
名
）

の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
東

京
の
会
場
は
Ｂ
ｕ
ｍ
Ｂ
東
京
ス
ポ
ー

ツ
文
化
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
全
国
連
盟
事
務
局
長
の
佐

藤
信
樹
さ
ん
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

の
活
動
紹
介
し
て
頂
き
、
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
に
関
す
る
基
本
的
な
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
次
に
第
一
部
の

講
演
は
プ
ロ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー

サ
ー
の
田
中
陽
希
さ
ん
で
し
た
。

世
界
で
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー

ス
の
経
験
や
三
百
名
山
を
人
力
で

達
成
す
る
中
で
生
ま
れ
た
考
え
方

に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

次
に
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
を
や
り
ま
し

た
。
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
の
方
々
に
来

て
も
ら
い
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
頂
き
、

２
人
グ
ル
ー
プ
で
実
際
に
試
合
を

し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
カ
ー
リ
ン

グ
に
近
い
も
の
で
戦
術
が
あ
っ
て

意
外
と
奥
深
い
競
技
で
し
た
。
次

に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
東
京
会
場
と
大
阪
会
場

を
ズ
ー
ム
で
繋
い
で
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
最
後
に
理
事
長
の
宇
野

健
治
さ
ん
よ
り
閉
会
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

（
山
下
多
一
）
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ごあいさつ

２０２３年神奈川反核平和マラソンにご参加・ご支援いただきありが
とうございます。
私たちは、核兵器廃絶と平和を願う人ならだれでも参加できる「反核

平和マラソン」を毎年開催してきましたが、２０２０年はコロナ禍とな
り、取り組みを中止せざるを得ませんでした。しかし一昨年から川崎か
ら横浜までの１コースに限定して開催することができました。今年もそ
の１コースで開催いたします。

核兵器廃絶は世界・人類の願いであり、被爆国日本の願いです。一昨
年歴史的な「核兵器禁止条約」が発効しました。しかし唯一の戦争被爆
国である日本は、条約への署名・批准をしていません。そしてこの５月
広島で行われたＧ７サミットでは核兵器禁止条約に一言も触れない声明
を出し、被爆者から「なんのために被爆地広島で会議をやったのか、悔
しい」との声が上がっています。神奈川県では県内すべての自治体が非
核平和宣言を行っています。いまこそ県民と自治体が一体となって反核
平和の声と行動を大きく広げ、日本政府に条約批准を迫りましょう。

いま、国政で憲法９条を変えようという動きがあることも見過ごすこ
とはできません。第二次世界大戦の教訓から永久に戦争をしないと誓っ
た憲法９条は、世界に誇れる日本の宝です。私たちは、日本を戦争に巻
き込むいっさいの動きを、絶対に許すわけにはいきません。また、平和
で安全な社会でなければスポーツを楽しむことはできません。「スポー
ツは平和とともに」を合言葉に、核兵器廃絶、米軍基地撤去、「憲法９
条を守れ」をアピールしながら、原水爆禁止世界大会の成功を願って走
ります。

昨年２月にロシアがウクライナに軍事侵攻（侵略）を開始してからも
う１年半になろうとしておりますが、いまだに悲惨な戦争が続いていま
す。ロシアがどのような理由をつけても、これは明確に国連憲章と国際
法に違反する無法行為であり、絶対に許されるものではありません。ロ
シア軍の即時撤退を求める「戦争反対！」の想いも込めて走ります。

このとりくみに神奈川県知事と横浜市長、川崎市長から激励のメッセー
ジをいただきました。あらためて感謝の意を表したいと思います。さい
ごに、日本非核宣言自治体協議会（会長：鈴木長崎市長）と平和首長会
議（会長：松井広島市長）より、後援とメッセージをいただいておりま
すことをご報告いたしまして、ごあいさつとさせていただきます。

２０２３年７月８日
２０２３年 神奈川反核平和マラソン実行委員会

実行委員長 住谷 和典
（神奈川労連議長）

スタート前の記念写真生麦の旧道を走る

川崎の国道 15 号を走る

最後の給水地点（入江橋）で英気を養う

神奈川公園にゴール！

プロアドベンチャーレーサー田中陽希さんの講演
ボッチャを体験



参加人数　合計　880人

部門 ブロック 名   前 チーム名 地   域

1 與羽広和 個人 平塚市

2 宮野秀則 サザンクロス 厚木市

3 德丸　樹 UNITE 厚木市

4 古川正紀 西湘スカイ 秦野市

5 西村富雄 松田クラブ 大磯町

6 山室文雄 旭桜クラブ 平塚市

7 平石一男 ナンガ▪パルパット 戸塚区

8 西尾　登 旭桜クラブ 平塚市

9 大和正尚 みのたく 多摩区

10 渋谷雅登 UNITE 厚木市

小濵保統博 ポピー 愛川

渡辺富久 英光クラブ 愛甲郡

13 加藤奉文 伊豆・瞳 伊東市

14 池田秀俊 卓水会 栄区

15 浅井　修 B＆A 厚木市

椎木　浩 旭桜クラブ 平塚市

高橋真人 旭桜クラブ 平塚市

1 池田美穂 ふじみクラブ（個） 中郡二宮町

2 本名陽子 ＺＥＲＯ 秦野市

3 加山多恵子 ポピー 愛川

4 神野秀子 まなづるクラブ 真鶴町

5 古澤きくよ テンオール 寒川町

6 安藤礼子 みさき倶楽部 大井町

7 工藤厚子 茜　（個人） 藤沢市

8 榎本君江 B＆A 厚木市

9 松尾修子 サンピーチ 秦野市

10 渡辺みどり みさき俱楽部 小田原市

11 近藤明子 B＆A 厚木市

12 吉村圭子 たくなかま 横浜市

13 松本朱美 個人 相模原市

14 山田由紀子 個人 海老名市

部門 ブロック 名   前 チーム名 地   域

1 石丸　浩 さくらクラブ 横須賀市

2 堀内信雄 東戸塚ＣＣ 保土ヶ谷区

3 後藤　響 ＹＮＧＮ 川崎市

4 渡部真夏 サンストーン 横浜市

5 伊東正信 さくらクラブ 金沢区

6 尾﨑耕兒 西TC 旭区

井関潤二 ラブ卓球 麻生区

石原裕司 ＫＴＣ23 神奈川区

8 原田幸一 イ・ガルペ 青葉区

9 土山智成 たくなかま 戸塚区

10 三栖孝博 SHIP 都筑区

11 照井敏正 ウィーブ 神奈川

12 吉崎肥夫 トモエモン 港南区

13 澤田孝志 青葉クラブ 青葉区

14 小林敏雄 パルム 相模原市

15 金沢晴男 愛to誠 磯子区

16 岡崎行男 JOYクラブ 鶴見区

17 片伯部秀一 愛to誠 戸塚区

18 平井裕一郎 ＡＺクラブ 麻生区

19 吉田　優 風 横須賀市

20 石山宗雄 個人 川崎区

21 長谷川　護 木曜会S 港南区

22 大森秀一 YSクラブ 都筑区

23 菅根敏博 すいよう会 幸区

24 阿部英雄 ひまわりT.D 中原区

永井信一 ベアーズ 鶴見区

戸谷克春 KMSC 中原区

26 古屋茂樹 竹の子 都筑区

1 増山恵美子 しらとり 緑区

2 菅沼知子 らいむ 横須賀市

3 林　佳子 しらとり　 宮前区

小島明子 ホワイト 金沢区

能勢美奈子 ＡＳＴＹ 都筑区

5 梶　裕紀子 イ・ガルペ 高津区

6 平本文子 マリン茅ヶ崎 茅ヶ崎市

7 小井手弘代 すずな 横須賀市

8 山本美紀 浜グリーン 緑区

9 石原葉子 きんとき 旭区

10 堀内博子 すいせん 相模原市

11 志田あつみ πフラット 緑区

12 吉永美和子 にゃんこ 南区

13 小川淳子 ルネ 相模原市

14 小滝庸子 個人 相模原市

15 村瀬尚美 フレッシュミントＡ 西区

16 深野美佐子 ガーネット 緑区

17 高木芳恵 クエストＣＯＣＯ 中原区

18 荒川喜久子 Let‘ｓ 戸塚区

19 中川尚子 きなこ 港南区

20 南條道子 レガート 旭区

21 松本菊江 エコクラブ 青葉区

22 谷　マサ子 ながれぼし 泉区

23 畑尾睦子 すいよう会 幸区

24 小林美枝子 エンジョイクラブ 港北区

25 堀　広美 ウィステリア 座間市

26 佐久間仁美 東戸塚CC 戸塚区

27 大沼千鶴子 コブシ 金沢区

28 岩澤容子 さきがけ 磯子区

29 窪田照子 サンダース 港南区

30 鈴木悦子 あさひ 旭区

31 辻　康代 JOYクラブ 川崎区

有村睦子 スタッガー 都筑区

瀬戸順子 筑卓クラブ 港北区

33 小林勢津子 ベアーズ 鶴見区

34 桂川信子 グリーンフレンズ 都筑区

男子
122人

16

女子
111人

男子
195人

7

25

２０２３年７月５日（水）　横浜武道館

参加人数４５１人

女子
256人

4

32

東部（横浜武道館）への参加希望が多く、参加希望の分散を期
待し少しでも多くの方が参加できるよう、今回初めての試みとし
て3会場での開催としました。

２０２３年７月３日（月）ひらつかサン・ライフアリーナ

参加人数　２３３人

第207回　Ｋ２リーグ

11

参加数 １８２組 ３６４名
男子順位

優 勝 山田和好 / 中村英俊 YKC/SHIP's

準 優勝 廣瀬泰己 / 内田彰 西湘スカイ

優 勝 佐藤光治 / 増山恵美子 東芝クラブ/しらとり

準 優勝 和田紘一 / 三橋雄司 えぼし/相模原ベテラン会

優 勝 立木秀広 / 立木裕見子 フレッシュ/チーム友遊

準 優勝 森田博隆 / 前田昭廣 横浜青葉/さわやか卓球

優 勝 廣川武夫 / 宮田一芳 湘南かもめ会

準 優勝 長野義和 / 小島明子 ホワイト

優 勝 渡邊敏行 / 菊池錦弥 東戸塚ＣＣ

準 優勝 岡本新一 / 倉田敏樹 千光花火

優 勝 寺田雄次郎 / 末次留美 NFTC

準 優勝 須田秀治 / 石川義博 藤クラブ/個人

優 勝 西尾登 / 岩本芳子 ＲＳ

準 優勝 鈴木実 / 仲光行 湘南大庭

優 勝 野末博 / 岩見和夫 3Ａ卓球クラブ

準 優勝 持主正治 / 齋藤智枝子 フレッシュ卓球クラブ

優 勝 成田潔 / 渡邊みどり 個人

準 優勝 福野光治 / 滝本豊昭 テンオール

優 勝 秋山浩二 / 飯田裕司 Ｆ－ＰＬＵＳ

準 優勝 水島憲太郎 / 水島まゆみ 湘南かもめ会

女子順位

優 勝 近藤菜緒 / 山本愛 パステル

準 優勝 加藤いずみ / 松井和代 GTO/クエストCoCo

優 勝 久保るり子 / 垣花志江 さくらんぼ

準 優勝 物部由美子 / 丹治恵美子 HALU

優 勝 吉沢眞理枝 / 桑嶋成美 桜禅卓友会

準 優勝 野村郁子 / 川礼子 湘南かもめ会

優 勝 城野範枝 / 松元まり子 RUN

準 優勝 増子紀代子 / 緒方順子 日吉TTC/エンジョイクラブ

優 勝 執行くるみ / 藤原砂由美 palm

準 優勝 柳谷幸子 / 米田厚子 フレッシュ

優 勝 出間知子 / 石田理恵子 瞬美観クラブ

準 優勝 小川圭子 / 中川原八重子 泉スマッシュ

優 勝 陰山たえ子 / 岡田美智子 クエストCoCo

準 優勝 堀早苗 / 藤田康子 トモエモン

優 勝 堀井佳子 / 荒川喜久子 Let’ｓ

準 優勝 長谷川和子 / 小野章子 KTY/千光花火

優 勝 山口裕子 / 馬渡亜紀子 チームねこ/りおん

準 優勝 佐々木玲子 / 中川久美子 綾瀬クラブ

優 勝 鈴木由美子 / 棚橋里美 すみれクラブ

準 優勝 吉永幸子 / 船崎有子 ストリーム

優 勝 阿部好子 / 山﨑信子 サンピーチ/フレッシュ

準 優勝 和田美奈子 / 古山敏子 横浜青葉/個人

優 勝 村上久美子 / 滝口初江 SSTクラブ

準 優勝 小関ミサ子 / 田村絹枝 すいせん

優 勝 那須野幸子 / 割出繁子 きなこ/個人

準 優勝 吉田己香 / 山田恭子 個人/πフラット

優 勝 山際ミチ子 / 田中悦子 藤沢スマイル

準 優勝 金岡照子 / 佐久間仁美 東戸塚ＣＣ

7

8

9

8

9

10

2

3

4

5

14

第９７回ダブルスリーグの結果

1

10

1

2

3

4

5

6

11

12

13

６月２９日（木）　秩父宮記念体育館

6

7

部門 ブロック 名   前 チーム名 地   域

1 中野太智 ZIZO倶楽部 新宿区

2 神倉　峻 個人 藤沢市

3 中山慶一 ブレンド 泉区

4 酒井正明 YKC 磯子区

5 岡本新一 千光花火 茅ヶ崎市

6 上林正己 町田ぴいぱる 町田市

7 寺田雄次郎 NFTC 藤沢市

8 田中信成 F-PLUS 町田市

9 若松隆幸 SSC 横須賀

10 飯田祐司 F-PLUS 町田市

11 山下秀男 絵夢 戸塚区

1 末次留美 NFTC 藤沢

2 徐　美恵 あっちょんぶりけ 大和市

3 山本菜々子 チェリオ 鎌倉市

4 佐々木幸子 パルム 麻生区

5 西田　牧子 グローイング 横須賀市

6 鈴木由美子 すみれクラブ 戸塚区

7 植田はつみ クリスタル 相模原

8 勝又美由紀 ばあむ 瀬谷区

9 井内文江 ルネ 相模原市

10 野田恵子 ルネ 相模原市

11 滝口初江 SSTクラブ 藤沢市

12 岡田敦子 個人 多摩区

13 村上久美子 SSTクラブ 藤沢市

14 鈴木和子 F-PLUS 町田市

15 大野節子 JICON 大和市

16 丹羽和枝 F-PLUS 町田市

男子
81人

女子
115人

２０２３年７月１４日（金）　秩父宮記念体育館

参加人数１９６人
２
０
２
３
年
度
サ
ッ
カ
ー

審
判
講
習
会
開
催
！

毎
年
３
～
５
回
の
開
催
で
行
わ

れ
る
審
判
講
習
会
を
、
今
年
は
更

新
研
修
会
が
２
回
、
新
規
取
得
講

習
会
が
２
回
と
計
４
回
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
ま
で
リ
ア
ル
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
も

落
ち
着
い
た
こ
と
も
あ
り
、
４
回

す
べ
て
を
リ
ア
ル
開
催
で
行
い
ま

し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
は
、
手
軽
で
は
あ

り
ま
す
が
、
通
信
の
問
題
な
ど
で

安
定
し
な
い
こ
と
も
考
え
る
と
、

や
は
り
リ
ア
ル
で
の
開
催
は
改
め

て
良
い
な
と
い
う
印
象
で
し
た
。

講
師
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
の
３
級
審
判
の

資
格
を
持
つ
、
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー

協
議
会
の
役
員
で
も
あ
る
治
田
さ

ん
に
４
回
と
も
務
め
て
頂
き
ま
し

た
。２

回
の
更
新
研
修
会
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
ル
ー
ル
で
も
肝
で
あ
る
オ

フ
サ
イ
ド
に
時
間
を
割
き
ま
し
た
。

２
０
２
２
～
２
０
２
３

の
ル
ー
ル
改
正
で
も
オ

フ
サ
イ
ド
の
項
目
が
あ

り
、
こ
こ
は
し
っ
か
り

と
習
得
し
て
欲
し
い
部

分
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
２
回
の
新
規
取
得

講
習
会
で
は
、
新
日
本

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
理
念

を
神
奈
川
県
連
盟
の
理

事
長
で
あ
る
吉
成
さ
ん

に
説
明
頂
い
た
後
に
、

治
田
さ
ん
よ
り
押
さ
え

て
欲
し
い
ル
ー
ル
を
ポ

イ
ン
ト
を
絞
っ
て
解
説

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４

回
の
講
習
会
で
は
、
更

新
者
３
０
７
名
、
新
た
に
７
７
名

の
Ｃ
級
審
判
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

（
サ
ッ
カ
ー
協
議
会

松
野
俊
一
）

＊

＊

＊

＊

２
０
２
４
年
度
へ
向
け
て

の
対
県
要
求

県
民
連
絡
会
を
通
じ
て
新
日
本

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
神
奈
川
県
連
盟
と

神
奈
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
よ
り

提
出
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
県
労

山
か
ら
の
要
求
を
掲
載
し
ま
す
。

山
岳
環
境
整
備
・
安
全
登
山
に
関

す
る
要
求

（
１
）
ヤ
ビ
ツ
峠
の
ス
マ
ホ
通
信

基
地
局
新
設
に
つ
い
て

ヤ
ビ
ツ
峠
は
、
登
山
者
の
み
な
ら

ず
自
転
車
の
利
用
も
多
い
所
で
す
。

し
か
し
ス
マ
ホ
の
通
信
基
地
が
な

い
た
め
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
連

絡
が
と
れ
に
く
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。
一
方
、
大
山
山
頂
付
近
は
伊

勢
原
市
に
よ
るWi❘

Fi

ス
ポ
ッ
ト

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ビ
ツ
峠
に
お
い
て
も
万
一
の
事

故
の
際
に
連
絡
が
取
れ
な
い
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県
と
し
て

も
改
善
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
２
）
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
増

員
に
つ
い
て

神
奈
川
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
神
奈

川
連
盟
で
は
毎
年
ク
リ
ー
ン
ハ
イ

ク
を
開
催
し
、
登
山
道
の
ゴ
ミ
拾

い
と
登
山
道
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
登
山
道
整
備
に
県

よ
り
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
派
遣

さ
れ
、
登
山
道
整
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
今

後
も
継
続
し
て
欲
し
い
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
岳
環
境
整
備
に
は
こ
う
し
た

啓
発
活
動
が
不
可
欠
で
、
そ
れ

に
携
わ
る
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
活
動
は
大
変
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
パ
ー

ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
３
名
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
業
務
の
重

要
性
を
考
え
る
と
と
て
も
少
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
増
員
を

要
望
し
ま
す
。

（
３
）
丹
沢
大
山
の
ト
イ
レ
に

つ
い
て

ヤ
ビ
ツ
峠
バ
ス
停
横
の
ト
イ
レ

及
び
富
士
見
山
荘
あ
と
の
ト
イ

レ
、
特
に
女
性
用
ト
イ
レ
が
頻

繫
に
不
使
用
に
な
り
登
山
者
が
困
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

大
山
ヤ
ビ
ツ
峠
は
大
山
登
山
の
イ

タ
ツ
ミ
尾
根
入
口
で
あ
り
、
丹
沢

塔
ケ
岳
表
尾
根
へ
の
登
山
口
。
昨

今
は
ト
レ
ラ
ン
や
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
・

自
転
車
の
人
気
の
コ
ー
ス
で
も
あ

り
、
バ
ス
停
横
の
駐
車
場
は
土
曜

休
日
、
祭
日
は
常
に
満
車
状
態
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

利
用
し
て
い
る
人
達
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

設
置
数
と
管
理
方
法
を
考
え
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
４
）
材
木
運
搬
用
作
業
道
に
よ

る
登
山
道
破
壊
に
つ
い
て

菩
提
峠
か
ら
表
丹
沢
林
道
や
札
掛

～
ヨ
モ
ギ
平
～
ボ
ス
コ
キ
ャ
ン
プ

場
へ
の
林
道
の
数
ヶ
所
で
作
業
車

両
の
走
行
に
よ
り
土
砂
が
削
り
取

ら
れ
て
、
道
が
土
手
よ
り
も
深
く

掘
り
下
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。

車
両
が
通
っ
た
後
の
道
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
作
業
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

第
１
回
理
事
会
報
告

55
期
初
め
て
の
理
事
会
が
６
月

29
日
に
１
３
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
始
め
に
石
川
会
長
か

ら
「
第
５
５
回
総
会
ご
苦
労
様
で

し
た
。
こ
の
間
、
難
し
い
状
況
の

中
で
の
皆
様
の
活
動
を
第
５
５
回

総
会
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
新
た
に
理
事
会
で
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
第

55
回
定
期
総
会
の
報

告
を
行
い
、
自
己
紹
介
と
種
目
活

動
の
紹
介
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し

た
。
続
い
て
常
任
理
事
会
を
決
め

ま
し
た
。
理
事
長
は
吉
成
さ
ん
、

副
理
事
長
は
佐
藤
好
行
さ
ん
と
吉

越
貴
幸
さ
ん
、
事
務
局
長
は
山
下
、

常
任
理
事
は
植
田
さ
ん
、
齋
藤
さ

ん
、
松
野
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
で
す
。

次
に
こ
の
間
の
活
動
と
当
面
の
活

動
に
は
各
組
織
か
ら
報
告
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
４
年
度

に
向
け
た
対
県
要
求
と
し
て
「
県

立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
優
先
利
用

の
規
定
の
条
件
等
に
つ
い
て
」
、

労
山
か
ら
は
「
山
岳
環
境
整
備
・

安
全
登
山
に
関
す
る
要
求
」
を
提

出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
国
際
交
流
に
つ
い
て
７
月

２
７
日
～
３
１
日
ま
で
韓
国
市
民

連
帯
か
ら
金
ド
ク
ジ
ン
さ
ん
、
李

ジ
ュ
ン
ナ
ム
さ
ん
の
２
名
招
待
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
９
日

は
川
崎
市
連
盟
の
総
会
後
に
交
流

し
、
翌
日
の
月
例
川
崎
で
も
交
流

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
吉
成
理
事
長
か
ら
「
55

期
第
１
回
理
事
会
に
集
ま
っ
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
種

目
を
越
え
た
協
力
や
共
同
、
交
流
・

コ
ラ
ボ
企
画
そ
し
て
相
互
宣
伝
こ

れ
は
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
ら
し
い
活
動

な
の
で
大
い
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
考
え
て
編
み
出

し
て
き
た
こ
と
が
新
し
い
活
動
と

な
っ
て
き
た
面
が
あ
る
と
思
う
。

そ
の
こ
と
も
含
め
て
今
期
に
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
。
最
後
に
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ

ば
７
・
８
月
合
併
号
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
全
国
連
盟
事
務
局
長
の

佐
藤
信
樹
さ
ん
が
、
多
様
化
し

て
い
く
社
会
で
「
違
い
を
尊
重
す

る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
書
い
て
い
ま

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
も
あ
り
ま
す
が
元
々
人
間
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
お
互

い
を
尊
重
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と

思
い
ま
す
。
だ
け
ど
逆
に
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
側

面
が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
問
題
な
ど
は
そ
う
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
佐
藤
信
樹
さ
ん
の
文
書
に

は
『
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
は
困
っ
た
時

に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
、
そ
し

て
い
ざ
と
な
っ
た
時
に
頼
り
に
な

る
の
は
横
の
繋
が
り
で
す
』
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
精
神
で
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
ら
し
く
、
違
い
を
尊

重
し
な
が
ら
種
目
の
か
き
ね
を
越

え
て
、
英
知
を
結
集
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
を
頂
き
、
第
１
回
理
事
会

を
終
え
ま
し
た
。
（
報
告
・
山
下
）
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スケジュール
8月 1日 県労山 教育部気象机上講習会
6日 県労山 常任理事会
6日 第542回月例湘南マラソン
6日 サッカー協リーグ戦
13日 スポーツ祭典 卓球 年代別個人戦
13日 第510回よこはま月例マラソン
13日 サッカー協リーグ戦
13日 野球協リーグ戦
19日 卓球協 第27回ＦＯＬＴリーグ
27日 第570回月例川崎マラソン
31日 県連盟 常任理事会
9月 1日 卓球協 Ｋ２リーグ戦(東部）
2日 スポーツ祭典 卓球 個人戦
3日 県労山 常任理事会
3日 第543回月例湘南マラソン
3日 サッカー協リーグ戦
10日 県労山 定期理事会
10日 サッカー協リーグ戦
10日 野球協リーグ戦
13日 卓球協 Ｋ２リーグ戦(西部）
13日 卓球協 Ｋ２リーグ戦(中部）
16日 卓球協 第1回神奈川リーグ加盟大会
17日 第511回よこはま月例マラソン
18日 スポーツ祭典 陸上競技大会
22日 卓球協 第３回横浜クリスタル杯
24日 第571回月例川崎マラソン
24日 スポーツ祭典 テニスミックス大会
28日 県連盟 理事会
28日 卓球協 第99回ダブルスリーグ戦

・県勤労者山岳連盟「連盟ニュース神奈川」福島を忘れないプロジェクト 2023.9 福島ツアー募集 №510=7月号
・みろく山の会「みろく」道：ひざ痛に泣かされ続けて／特別寄稿 仮称・ミウラアジサイの実体に迫る №488=7/2023
・悠遊スキークラブ「悠 遊」5 月例会報告 13 人参加／カズ君の農業日記／平和行進に参加して №312=2023年5/30
・かめの子水泳クラブ「かめの子ニュース」小学生になって、かめの子で頑張りたいこと／お知らせ №311=2023.7.10
・月例川崎マラソン実行委員会「河原版」５月から、５ｋ・１０ｋ種目は一斉スタート開始／月例スナップ 第568号=6/25
・月例湘南マラソン運営委員会「参加者のひろば」連続賞ランナー紹介／ボランティアスタッフ募集 第541回号=7/2
・よこはま月例マラソン運営委員会「マイロード」2023年神奈川反核平和マラソン／ランニングアドバイス 第509回号=7/16

機関紙いただきました
健康トレーニング教室のご案内

・健康の維持、獲得のための科学的方法を学び、
実践します。

・どなたでも参加でき、専門家スタッフ
が参加者の実情に応じて指導します。

・月２回金曜日、時間は15:00～16:00です。
・担当指導員 山下多一さん
・教室開催日 ８月 ４日、１８日
・場所 県連盟事務所
・参加費 １種目１回500円(連盟員は300円)
・問い合わせと申し込みは県連盟事務所


